




































































































































光寺の歴史と文化』の執筆者顔合わせが佛光寺で行われた際に、直接、本人から制作年代を江戸時代に下げ 考える論文構想 ついて聞き及んでいた。その後、氏は体調 崩され、闘病生活を送りな らの成稿・校正となり 上梓を俟たずに亡くなられた。まさしく当該論考が絶筆となってしまっ 。論考を今改めて読み返してみても、執筆 際し 様々な制約があ たよう も推察するが、 こには佛光寺本の制作年 を江戸時代 まで下げて考えざを得ない幾つかの視点が提示されていた
（後述）
。このことは筆者が考える





























































































































































挿図 1 ― （1）　半裁和紙墨
書（その１）
挿図1 ― （2）　同（その２）挿図1 ― （3）　青綺門院付き両局連署奉書
挿図2　巻上第2（・2（紙継ぎ目　部分挿図 3 ― （1）　巻下第 2紙
部分
挿図3 ― （2）　巻下第13紙　部分
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表1　佛光寺本『善信聖人親鸞伝絵』料紙法量一覧




























相伝」 「信行両座」 「信心諍論」 の全六段を収める。
























められない箇所は、巻上では第二十二 「選択相伝」の場面の最後と第二十三紙からはじまる 「信行両座」 の詞書冒頭を継ぐところ一箇所だけであある程度、各絵相が完成に近づいた段階 を記すべく料紙を絵相の前後に貼り継いだのちに、遣り霞や土坡を引いて絵相の仕上げを行い 軸木は付


















「親鸞伝絵」 なか って佛光寺本にしか認められない親鸞 鎌倉滞在の一齣を描く巻下「一切経校合」である
（挿図
（）。詞書の一行の文字数を幾
分減らし気味にして、行間をやや広げて記しな らも、なお詞書と絵相 間が極端に空いてしまっ いることは否めない。逆 、料紙一枚では詞書が収まらなかったとみられるのが巻下の「廟堂創立」 ある 詞書は前段の「洛陽遷化」の鳥辺山における親鸞荼毘 場面の直後から、冒頭の四行をやや行間を詰めながら詞書が始まっている
（後掲挿図
13（）。これは料紙一枚では詞






























































（ 『古今和歌集』 、 『後撰
















































見院の書風に対する認識 受容 一端を示すものである。佛光寺本の詞書の筆跡も、伏見院の書風が重んじられた 代、すなわち 没後百年くらいを射程に収めて考えるべきように思う である。　
しかも、佛光寺本の詞書はかなりの能筆と考える。これだけの筆跡の持ち























































「得」 「弟子」 「地」 「報」 「謝」 「有」 「浄土」 「人」 「師」 「聞」の各文字において両者 親近性を見て取ることができる。　
そこで、 全ての仮名と、 両者に共通する真名について比較検討を行うべく、
金蓮寺本『遊行上人縁起絵』全十巻 詞書を検討し ところ、上述の巻第十の奥書識語ととも 、現状 各上・下に分かれる巻第四、八、九の詞書が、 仮名 ・ 真名の双方において同筆とみてよいよう 判断さ 。す わち、後掲の詞書文字比較一覧の通りである。　
次いで、 この詞書文字比較一覧を作成する過程で養われた眼を以て、 再度、






された佛光寺本 および、金蓮寺本『遊行上人縁起絵』 東寺本『弘法大師行状絵』の当該巻詞書 文字比較から浮かび上がっ くる筆跡の特徴について述べておくと以下 通りである。　
すなわち、後掲の詞書文字比較一覧・仮名の部に拠ってみるとき、文字に
特徴があらわれ いる は仮名の 「あ」 「き」 「け
（計 ・ 希）





」 「ち」 「ぬ」 「の
（乃）
」 「ひ」 「へ」 「ほ
（保）
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表2　佛光寺本の詞書と金蓮寺本『遊行上人縁起絵』巻第十奥書識語の真名の比較




































































」は逆に『弘法大師行状絵』に近い。一方、 「は」 「み」 「り」 「る」
の各仮名については、 『慕帰絵』 『弘法大師行状絵』のいず とも微妙な違いをみせている。それらは同筆の範囲で 微妙なものではある。そし 、この事実こそは、 佛光寺本な びに金蓮寺本『遊行上人縁起絵』の詞書が、 『慕帰絵』の詞書に示され 二十代後半の 跡とも 『弘法大師行状絵』の詞書に示される五十代半ばの筆跡とも、厳密には違う時期
（年齢）
に書かれたこ
とを示唆するように考える である。これら佛光寺本、金蓮寺本『遊 人縁起絵』の詞書の筆跡のうちに 三条公忠壮年期 を想定するこ ができないかどうかであ 。そ と 次章 おける佛光寺本 相の検討から導き出そうとする制作時期とも深くかかわるものであり 注意を喚起しておきたい。　
ちなみに、佛光寺本の詞書の書きぶりを『慕帰絵』に見る二十代後半の詞
書と東寺本『弘法大師行状 見る五十代半ば 詞書と比較し みるとき（挿図
10）、佛光寺本の詞書は、文字量が比較的少ないということを割り引
いても、 風は上下巻ともに乱れることなく終始一貫して非常 流麗であり、しか 真名と仮名で筆圧を違えてい 。加えて、 『慕帰絵』 詞書に











挿図12 ― （2）　同巻第（（第 1（紙）部分





























が明らかとなった今、詞書 絵相が不可分の関係であることを思えば 佛光寺本の制作年代が南北朝時代に遡ること 確定的となっ 。したがって、佛光寺本の上下巻に展開する各場面の絵づくりも、そ 時代認識のも で眺め直さなくてはならい。　
そこで、本章では、最初に佛光寺本の特色を俯瞰し、次いで、佛光寺本を
































輪郭と鼻を描き起こし、眉および上瞼のラインに添って濃い墨線を引き、瞳を点じて人物に眼力を与えてい 。また、唇には朱をさし、口を閉じ 場合は唇の合わせ目に細い墨線を引くととも 開口す 場合は唇 内側のラインに沿って墨線を入れて、 「平俗」 「やや卑俗」と評された個性 表出に繫がっている。人物の多くは頬 朱を暈して薄くかけるか 下瞼から頬上 かけて淡く朱隈を入れ いる。　
そして、着衣には、濃彩のそれは専ら輪郭線・衣文線を残して、内側を埋
めるように塗 ゆく 「彫り塗り」 の技法が随所に認められ 。そ 一方 、色面の上から輪郭線・衣文線を引くものもあり さらに その輪郭線・衣文
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表3　『親鸞伝絵』諸本にみる各段の料紙枚数比較一覧




















   


   	













































































































































































挿図23 ― （1）　「熊野霊告」（巻下第2（紙）部分）部分挿図23 ― （2）　「山伏済度」（巻下第1（紙）部分
挿図23 ― （3）　「熊野霊告」（巻下第2（紙）部分挿図23 ― （（）　「廟堂創立」（巻下第（1紙）部分

















































































いずれも個性的な顔立ちであらわされており、人物比較に困難が伴う も事実である。しかし、上瞼の線の引き方や鼻梁・小鼻 ける輪郭線 かたちは、 「廟堂創立」にあらわれた人物に通じており、第四群のうち れを含




























































































































ちなみに、 康永本は、 牛車はもとより、 牛車から解かれた牛の鼻縄
（手綱）
を引く牛童を、上・下の遣り霞に大半を隠して存在感が希薄化している。一方、佛光寺本は、高田 牛車配置 構図 守りつつ、牛と牛童は牛車の後
挿図2（　高田本「出家学道」前半
挿図2（　康永本「出家学道」前半































挿図2（ ― （2）　弘願本 部分挿図2（ ― （2）　康永本 部分










































































































































































に高田本に認められるが、これら うちの二人が棟門の軒下 腰を下ろしてくつろぐ様子は佛光寺本と定専坊本にしか見出すこと できない
（挿図
（（）。
しかも、その姿態 おいて、佛光寺 では向 って左 人物が群青 扇を開き持ち、右の人物が左手を上げて、手先を頭 添えるが、定専坊本では向
挿図（3 ― （1）　佛光寺本「吉水入室」（巻上第（・10紙）
挿図（3 ― （2）　同（巻上第11・12紙）





挿図（（ ― （1）　佛光寺本（巻上第10紙）部分挿図（（ ― （2）　定専坊本 部分
挿図（（　佛光寺本（巻上第10紙）部分挿図（0　同（巻上第12紙）部分


















夜中寅の刻を明記しており、高田本では境内の人数が最も少なく、琳阿本、弘願本ではやや増加の傾向にあるが、康永本とそ 系譜にある勝願寺本、定専坊本では境内に人の気配はない。そのことを思うと、夜半 多くの庶民が集うことはいささか不自然である。佛光寺本は六角堂参詣 昼間の喧噪と真夜中に行われた親鸞への夢告 二つの時間を重ね合わせて描かれていたとみなくてはならない。あえてそうしたことにより、親鸞が何故、 籠 場に洛中のほかでも い六角堂を選んだのかということが示唆されるように考える。それは社会の底辺に生きる遍歴民 現実を六角堂参籠を通じて改めて目の当りにする 衆生救済の啓示を本尊「救世
00
菩薩」から得たというこ
























性も、佛光寺本では向き 逆にして階下で二人の乞食 芸を見や 姿 継承されているものとみなされよう。　
そして、この境内に集う人々の喧噪に目を奪われて見落としがちなのは、



































に特徴がある。それは洛中・六角堂が中世において摂津・四天王寺同様に遍歴民が集まり、救済の場となっていたことを示すものではなか た 。佛光寺本の制作年代 南北朝時代 確定でき で、時代風俗等 映し出 た絵画史料として今後大いに注目されることになるであろう。ただし、詞書に拠ってみるとき、 親鸞の六角堂参籠ならびに本尊 「救世菩薩」 からの夢告は、


























挿図（（　 定専坊本　部分挿図（（ ― （2）　佛光寺本
（巻上第1（紙）部分













































は後世に手が加えら たものではなく、制作途中 変更とみるのが穏当であろう。康永本、 照願寺本、 定専坊本がともに拱手となることを思えば、 初、康永本に倣って同様に描かれたが、制作の過程で高田本以来の施無畏・与願印風に改め、左手に白蓮華を持たせ とみられ 。　
なお、渡辺信和氏は、この佛光寺本の「六角夢想」の場面において、向か













打ち袋」と「腰刀」と解するの 穏当のように思われる。ちなみに、佛光寺本でも巻上の「選択相伝」の庭を掃く頭を丸めた男 ほか、俗人の例であるが巻下の「越後流罪」の後半で親鸞 護送に立ち会う武士、 「箱根霊告」馬の手綱を引く下人、 「一切経校合」で親鸞 捧げ物をする男の各腰に同趣のものが認められる
（挿図
（1）。また、 僧衣を着けた者が腰刀を腰に差す例は、

























































挿図（（ ― （2）　同挿図（（ ― （3）　同







































挿図（（　 康永本 部分挿図（（　 定専坊本 部分
挿図（（　 佛光寺本（巻上第21紙）部分


















挿図（（ ― （1）　弘願本 部分挿図（（ ― （2）　佛光寺本（巻上第2（紙） 部分
挿図（（　佛光寺本（巻上第2（紙）部分
挿図（0 ― （1）　康永本 部分挿図（0 ― （2）　定専坊本 部分挿図（1　佛光寺本（巻上第2（紙）部分



















読み方に問題がある。庭前に 群衆と禅室内 ところ狭 と座 占める朋輩を押し分け、沙弥法力が源空の前に駆けつけた場面 解読すべきで、遅参の臨場感を盛り上げる人物配置とみなくてはならない
（挿図
（（）。そして、






しかも、定専坊本と佛光寺本だけが、直接、詞書 内容に関わらな 黒 笠を一方は一枚を、他方は四枚を重ねるという相違をみせながらも縁側のほぼ同じ位置に配している
（挿図
（2）。佛光寺本では黒い笠の隣に沙弥法力が手
にしていた綾藺笠を置 ており、縁下には白い鼻緒の草履が揃えられている。それらは庭前を闊歩してきた沙弥法力 綾藺笠 草履に合致しており、
挿図（2 ― （2）　定専坊本 部分
挿図（（　康永本 部分 挿図（3　定専坊本 部分
挿図（2 ― （1）　佛光寺本（巻上第2（紙）部分




























では源空（法然）であるの 対して、定専坊本が、親鸞に対してなされることも、一見すると高田本以来 構図に復したよう も思えるが、当該場面中に上述のように佛光寺本との近似性が認められることを思えば、やはり、佛光寺本との関わりのなかで考えるべきであろう。　
このようにみてくるとき、定専坊本は本場面に留まらず、総じて「出家学





















佛光寺本の「信心諍論」の場面後半には、やはり詞書の内容と全く関係のない棟続きの付書院 ある一室を描き、さらに 風呂施設とみられる板葺 別棟入口には、斧を振り上げて薪を割る白衣の上半身 肌脱ぎになった坊主頭の人物を描く
（挿図
（（）。このことを思えば、定専坊本は佛光寺本に触発さ
れて、別 で白衣の上半身肌脱ぎの坊主頭 人物が作業をするというモチーフを生かしつつ、新たに茶臼 引く人物を創出したように考えるのである。なお、佛光寺本では源空の禅室の入り口に網代垣を配しており
（挿図
（0）、












































































































本ではその存在は確認できない。ここ 高田本 中庭 いて束帯の人物が





























挿図（2 ― （1）　常福寺本『拾遺古徳伝』　部分挿図（2 ― （2）　同　部分















































































でその情報を共有していたように思われるが 両者を貼り継ぐ き、前半場面の上方遣り霞は上・下二段となるのに対して 後半場面 上方のそれは一段となって、段差が生じてしまっ いる。





















挿図（（ ― （1）　『慕帰絵』部分挿図（（ ― （3）　『慕帰絵』部分
挿図（（ ― （2）　佛光寺本
（巻下第11紙）部分






















を転換する。このうち、前半場面を担当した絵師 後半場面への転換を配慮して、費やした料紙二枚のうち二枚目の後半を余白としたよう も考えられる。その前半の板敷山 場面では、遣り霞を白線で括ることはせず、後半の親鸞庵室の場面では遣り霞 輪郭を白線で括るという相違が認められる。　
ところで、前半の板敷山の山中の描写は、緑青地の山肌に、山の端には群
青を、山裾には代赭を添えるとともに、峨々とした岩肌 随所に交え 。それは執拗に岩肌を見せることのない高田本 琳阿本、照願寺本 描写において一線を画している
（挿図
100）。むしろ、その描法は先行する『玄弉三蔵絵』












挿図100 ― （2）　勝願寺本 部分 挿図100 ― （1）　高田本 部分
























































する 『石山寺縁起絵』 巻第一第五段の宇多法皇還幸 場 かれる琵琶湖畔、あるいは『松崎天神縁起』巻第二第二段の瀬戸内海の凪いだ島影に羽を休める海鵜とも通じている
（挿図
10（）。さらに淵源を求めるとなると『春日権現



















ことにそのうちの一軒で蛸の干物を商うことについて「そうした物が麓の小田原などから運ばれて鬻がれるようになるのはいつのころなのだろうか。弘願本の露店 は異なり、確実に物売りの家として描かれる と、畳の敷かれる家作などととも 時代の下った場面と考えられよ 」 述べ、 らに「湖





















挿図10（ ― （1）　佛光寺本（巻下第1（・20紙）部分挿図10（ ― （2）　同（巻下第20紙）部分
























































































































































































寺本は帰洛後の逸話「熊野霊告」の後に置か おり いささか場違いな感は否めない。本来ならば 山伏済度 と「箱根霊告」の間に挿入 れるべきであろう。ただし、佛光寺本には採用されないが、弘願本、康永本、照願寺本では、親鸞帰洛後の晩年に近い八十四歳の折 逸話「蓮位夢想」を先にして、七十二歳の逸話「入西観察」を、ともに承元元年
（一二〇七）
の「越後
流罪」より以前 すなわち親鸞二十九歳から三十五歳までの逸話を描い 場面のなかに割 込ませており、こ こ を思えば、佛光寺本だけの瑕疵を言

























しておらず、建物だけで、周囲に樹木等の描写はない。一方、詞書は右寄りに幾分ゆったり気味に記されてはいるものの三分の一程度しか占有しておらず、結果的に、中央において三分の一程度の余白が生じて る。絵巻の制作にあっては、あらかじめ各場面の絵相 間 入る詞書 文字数が考慮されて、余白が設定され い はずである。とすれば、絵相が完成して詞書の執筆に至る段階になって 当該部に記され はずの詞書の一部 削除・改訂されて文章が短くなったため 結果として中央に大きく余白が生じた可能性が想定されるようにも思う。Ⅶ「洛陽遷化」「洛陽遷化」は、親鸞の入滅と出棺を描いた前半と 野辺送りと延仁寺三昧処での荼毘を描いた後半の二場面から成る　
前半の親鸞入滅の場面は、先行する高田本、琳阿本、弘願本では、入滅し












室内には、親鸞の枕元 先行の「 伝絵」 諸本には描か ることのな
挿図12（　佛光寺本「一切経校合」（巻下第31紙）部分挿図12（　西本願寺本（万福寺伝来）『親鸞絵伝』部分





















































阿本、弘願本に倣うものであろう。ただし それらが会葬者 全く伴わないのに対して、佛光寺本では親鸞 棺を乗せた輿の後に武士
（入道を含む）
の
会葬者を伴う点は、むしろ康永本、照願寺本のそれ よう ある。ただし、康永本、照願寺 では料紙一紙半程度に画面を圧縮しており、高田本、琳阿本 弘願 でも料紙は三紙程度に収めてい こ 対 、佛光
挿図131　佛光寺本「洛陽遷化」後半（巻下第3（・3（紙）部分
挿図132　高田本 部分挿図133　佛光寺本（巻下第3（紙）部分





























そのなかに詞書に言及のある顕智・専信 姿を認めるべきかも知れない。なお、こ 荼毘 場面 あって、高田本、康永本、照願寺本では顔を白布で包んだ祇園社 犬神人の姿が確認でき が、佛光寺 では犬神人 姿を確認することができず、その点は先行の琳阿本 弘願本に倣うものといえよう 。　
ところで、総じて佛光寺本の「洛陽遷化」では人物描写が淡彩である。こ































現験記絵』巻第十九 薄雪のかか 春日三笠山における遠景描写に通じてゆくものを思わざるを得ない。しか 、両者を比較してみるとき験記絵』では、薄雪は樹木一つひとつの叢葉の輪郭をかたちづくるように描いており、むしろ 『石山寺縁起絵』巻第三第三段に描かれ ころ 雪山の山なみに添えられた薄雪を冠した樹木 描写を経て、いささ 形崩れを起こしながらもなお描法を継承するものとみるべきであろうⅧ「廟堂創立」　「廟堂創立」では詞書に、京都東山の大谷の地に六角円堂の廟堂を建立して、堂内に親鸞の遺骨と木像を安置し、遠近から門徒が親鸞 遺風 慕い参集したことを述べる。その場面を描出するに当 って、 佛光寺本
（挿図
13（）は、
高田本以来の構図を踏襲して、廟堂 らびに境内地 正面右斜め上から俯瞰気味に描く。 だし、廟堂後方
（向かって左）
の桟敷風の回廊の背後に竹藪
とともに崖を描く点は、 先行の 「親鸞伝絵」 諸本 はない描写となっている。詞書に従うならば「西吉水の北のほとり」ということ なろう。すな ち、廟堂は南面して建っていたと理解できる。その廟堂について、高田本および琳阿本で 、廟堂の屋根 瓦葺 し 前半三間を戸口 して各両開きの板扉をつくり、後半三間を白壁とする これに対して佛光寺本では、屋根を檜皮葺とし、背部一間のみを白壁とする以外は両開き 板扉として、その形態は

































ないことは高田 、琳阿本、弘願本でも同様である。とすれば むしろ佛光寺本は異例 いわなくてはならない。そうとみるとき佛光寺 の境内描写は何に依拠したかである。興味深いのは建武五年の光照寺本『親鸞絵伝』の当


































の屋根を描くことである。しかも、平唐門の門前には僧俗四人の廟堂参詣者を描く点も佛光寺本 共通することは見過ごせない。佛光寺本の巻上「六角夢想」および「選択相伝」の両場面において、絵相に光照寺本との近似性を認めたことを思えば、佛光寺本は描出に際して絵巻形態 先行「親鸞伝絵」に留まらず、光照寺本に規範が求められていた可能性がある。 お、康永本、照願寺本では、箒を手 した一人の僧を境内 描き込むだけで閑散としており 僧俗を多く描き込んだ佛光寺本の描写と対照的である。もとより廟堂内に参集者を描くこと 先行する高田本、琳阿本、弘願本 共通し 認められるものであり、それは詞書に「聖人相伝の宗義いよ〳〵興 、遺訓ます〳〵さかりなること、すこふる在世の昔にこえ り
（中略）
その稟教をゝ











































































































ての怨嗟であった。藤原氏の流れを汲む三条公忠が詞書を執筆する際、藤原氏の氏寺である興福寺は とよ 天皇へ 批判 抵抗がなかったのか興味深いところである。ことに後者に関 当時 両統 対立 天皇の権威にも少なからず影を落としてい ことを思えば 三条公忠にとって、このくらいの記述はこだわり もつ程の とではなかった であろうか。　
ところで、 これら三条公忠の画事のうち、 『慕帰絵』 、 『弘法大師行状絵』は、





































うに、巻下「洛陽遷化」の、親鸞が鳥辺野・延仁寺の三昧所で荼毘に付される場面で 遠目に十三重の塔婆の背後に色づいた木々叢葉にうっすらと雪のかか 景色は 淵源を求めるとなると、延慶二年
（一三〇九）
に高階隆兼に
よって着手された『春日権現験記絵』巻第十九の薄雪のかかる春日 笠山の景観描写に行き着くことである。あ いは、関東からの下向の途路を描く巻下「箱根霊告」における、水をたたえた芦 湖 水面に生じた漣を繊細な白線で描いてゆく手法も、やはり 三の知足院関白忠実邸における住吉の景色を描いた大和絵障子の描写を継承するとみ れる。　
さらに、人物表現についても、上述の「野卑」 「平俗」という点に特徴を
























の随臣・近衛の武官、束帯の公卿・殿上人が垣を作る客殿前の松に懸かる藤波の描写を継承するも であろう。加えて、佛光寺本に見 山々 賦彩について、地色を緑青としながら 山の端に群青の隈を添えるもの 、添えないものの二様が認められたが
（既述）
、いずれにしても伝統的な大和絵の山並























































































































































































































































































































































































































































とて、事由を尋申さむために」 （文言は高田本に拠る）の約五十文字に及ぶ平太郎の人物説明を欠いており、さらに、高田本の「熊野霊告」には覚如自らの手によって「忠太郎」の「忠」の一文字を擦り消して「平」に改めており、忠太郎の方が古態を示していると 指摘は傾聴すべきように思う。琳阿 は奥書識語に覚如自ら永仁三年十月末の根本識語を執筆するものの、 やはり原本そのものではないと考える。また、弘願本につい は、奥書識語に拠れば、康永本の成立のち三年を経た貞和二年（一三四六）の制作であることが知られるが、絵相は平松氏が指摘するよう高田本から康永本へ至る過程の古様 よく伝えるも と考えたい平松令三「総説親鸞聖人伝絵」ならびに同図版解説「西念寺
　本願寺聖人親鸞伝絵
























































































自是代々以妙法院宮為戒師」 とあり （ 『真宗史料集成』 第七巻 〈同朋舎、















」 （ 『真宗全書』第六九巻） 。なお、 『佛光
寺法脈相承略系譜』 「第十 随庸上人」の項には「随庸上人奉命上之、太上法皇不堪叡感、下再命言 開山親鸞行状殊勝、宸翰亦無疑者也、実是真宗之眉目不可混他
















































































二に及んでおく 以下の通りである。すなわち、 「出家学道」の後半（得度の場面）において、佛光寺本では室内中央に置かれた燭台は板敷に置かれる に対して、慶安寺本では室内を青畳で敷き詰め、畳の上に燭台が置かれている。また、前栽の格子状の立蔀の前には、佛光寺では松樹が配されるのに対し 慶安寺本では松樹そのものが存在しな 。続く「吉水入室」では、佛光寺本は板葺屋根に雑木によ 屋根押えが描かれるのに対して、慶安寺本では屋根押さえそのものが存在 ず、室内にあっては師・源空（法然） 対面を果たした若き日の範宴（ ち 親鸞）の奥にある四面の襖絵が佛光寺本とは絵様を違えており、範宴背後に描かれた庇の間の杉戸絵が、佛光寺本では二面となるのに対して、慶安 本 一面 なる どの点である。
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が撰述した三巻本および一巻本『浄土真宗教典志』同絵伝校異 条（ともに『全書』第七四巻所収）の「同（和泉堺浦源光）寺両軸巻絵」の項 は、 「天台座主妙法院堯延親王、風早中納言実種、六条中納言有藤 外山中納言光顕、飛鳥井中納言雅豊、石山左兵衛督基董、藤谷宰相為信、冷泉中納言為綱、 院大納言通躬 石野宰相基顕 滋野井中納言公澄 日野大納言輝光、桑原宰相長義 玄玄院大僧正堯憲、曼殊院良応親王、已上十五人、如次各書一段、石山基董作画、近衛関白太政大臣書外題、薗宰相基香書箱表題 東久世三位博高書絵詞目録 宝永四年丁亥十一月二十八日成、堯延付之源光寺、絵模様模紀州鷺森四幅伝、斯伝甞入霊元東山両帝叡覧、 故画入滅相 不露師面容及荼毘火云」 （文言は 拠る）と記す。ただし、 「絵模様模紀州鷺森四幅伝 とあることはもとより 「故画入滅相、不露師面容及荼毘火云」と記す点 さらには、現在、 願寺史料研究所に伝えられ





































































































































































































大橋俊男 『時宗の成立と展開』 第六章第二節 「二
　
四条派」 （吉川弘文館、 一九七三年、
二四八～二五五頁） 。同『一遍と時宗教団（教育社歴史新書〈日本史〉一七二） 』 「三 教団の伸張と組織化京都教団の動向
　
四条派の京都進出と七条道場」 （教育社、一九七八年、一五
二～一五八頁） 。河野憲善『一遍教学 衆史の研究』 「第八章
　
四条道場の創建と浄阿真観」 （東洋





































































































で、 「東寺の古記」が、 「絵用途注文」のことであり 内 大師御絵日記」の下に「自應安七年、至康广元年」と記されることに着目し、 「康广」を「康厂」と読み誤ったためとの見解を示された。傾聴すべき指摘 あろう。






梅津次郎 「東寺弘法大師絵伝の成立」 『美術研究』 八四号、 美術研究所、 一九三八年。
なお、 宮島新一氏は 「十四世紀における絵所預の系譜」 （ 『美術史』 八八輯、 美術史学会、一九七三年。のち、 加筆改訂し、 同 『宮廷画壇史の研究』 〈至文堂、 一九九六年〉 に 「第三章
　鎌倉時代後期および南北朝時代の宮廷絵所」として収録）のなかで、康暦元
年 （一三七九） の年記をもつ 「東寺庫収納雑物出納目録集 （横帳） 」 （ 『教王護国寺文書』五七二号）に既に「大師御絵二合
新本
」とあることに注目された。ただし、赤松俊

























































































































































































































































































































谷信一「藤原行光考」 『美術研究』八七号、 美術研究所、 一九三九年（のち同『室









































































































































































なお、 高岸輝氏より、 林温 「新出の大威徳転法輪曼荼羅」 『國


























































































長大谷義博師、宗務庁吉田譲師をはじめとして庁内の非常に多くの方々に並々ならぬ御高配を得た。関連絵巻の調査・熟覧に際しては、その趣旨をご理解いただき、金蓮寺本『遊行上人縁起絵』の詞書 に際しては、同寺ご住職、ならびに、寄託先の京都国立博物館列品管理室長・鬼原俊枝氏のご高配を得た。また、天満定専坊本『本願寺聖人親鸞伝絵』の熟覧に際しては、ご住職・楠信也師、寄託先 大阪歴史博物館大澤研一氏のご配慮を得た。さらに、本稿執筆中 おい 小林達朗 髙岸輝、土屋貴裕の各氏から折に触れて様々なご教示を得た。ここに記して厚く御礼を申し上げるとともに感謝の意を表したい。なお、佛光寺本『善信聖人親鸞伝絵』上下二巻の調査・熟覧ならびに高精細マルチショットデジタル撮影、および、その研究 冒頭で述べたように平成二十三年度メトロポリタン東洋美術研究センターから得た 助成によって遂行できた 果である。また、平成二十四年度 行った金蓮寺本『遊行上人縁起絵』の詞書の確認作業、天満定専坊本『 願寺親鸞聖人伝 熟覧、および、佛光寺本『善信聖人親鸞伝絵』 口絵色校を兼ねた再熟覧については 科学研究補助事業・基盤研究（
B） 『中世都市鎌倉を中心とする宗教的ネットワークの研究（研究課題番号
2（32013（ ） 』 （研究代表者 ・ 西岡芳文） の分担研究として実施したことを併せ記しておく。
（つだ
てつえい・企画情報部文化形成研究室長）
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